
  ２０２７年度（第１次）関西学院大学大学院  法学研究科  博士課程  前期課程  
                           一般  入学試験問題  

【知的財産法】  
 

受験番号  氏  名  

【問題】特許法上の先使用権（特許法79条）と商標法上の先使用権（商標法32条）の 
共通点と相違点について説明しなさい。 

 

【出題意図】 

特許法79条と商標法32条にそれぞれ規定される先使用権について、その要件・効果を比較する

とともに、両制度の相違を特許法と商標法の基本的性格の違いから説明することを求める問題。 

いずれも、登録によって後発的に成立する排他的権利と、それ以前から存在する第三者の利用状

態との調整を図る制度である点では共通性を有する。他方、特許法上の先使用権は、他人の発明

を知らずに独立して発明を完成し又はその者から知得し、他人の出願時においてその実施又は

準備をしていた者の既存の事業上の利益を保護するものであり、周知性を要しない。これに対

し、商標法上の先使用権は、他人の登録出願前から商標を使用し、その使用によって自己の商品

又は役務を表示するものとして需要者の間に広く認識されるに至った者を保護するものであ

り、周知性が要件となる。この相違について、発明という創作的成果を保護する特許法が「創作

法」に分類されるのに対し、商標法は市場における出所識別標識とそれに化体した信用を保護す

る「標識法」に分類されることと関連付けて論じることが期待される。また、商標法上の先使用

権については混同防止表示付加請求が認められていること（商標法32条2項）とその理由につい

て説明することも期待される。 
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